
 

 

 

 

 

 

平成２８年９月１３日 

 

報道機関 各位 

 

東北大学未来科学技術共同研究センター 

 

 

 

東北大学未来科学技術共同研究センターの山中一司教授らが開発した革新的センサであ

るボール SAW（surface acoustic wave=弾性表面波）センサの研究開発を、文部科学省

「大学発新産業創出拠点プロジェクト(START)」の支援を受けて、実施して参りました。 

この研究成果を基に設立されたボールウェーブ株式会社（代表取締役 赤尾慎吾）が、

今般、官民ファンド等の出資を受けて、本格始動することをお知らせ致します。 

 

つきましては、下記のとおり記者説明会を行います。ご多用の折とは存じますが、ご参

集いただきますようよろしくお願い申し上げます。ご出席の際の事前連絡は必要ございま

せんので、下記会場へ直接お越しくださいますようお願いいたします。 

 

 

記 

 

日 時： 平成２８年９月２０日（火）１４時から 

場 所： 東北大学未来科学技術共同研究センター １階中会議室 

〒９８０－８５７８ 仙台市青葉区荒巻字青葉６－６－１０ 

電 話： ０２２－７９５－７１０５ 

※プレス受付は１３時４０分からです。 

※会場での電源の供給等はできません。 

 

  

＜記者説明会のお知らせ＞ 

東北大学発ベンチャー企業 ボールウェーブ株式会社の 
官民ファンド出資による本格始動について 

 

配布先：宮城県政記者会、東北電力記者会 

    文部科学記者会、科学記者会 

解禁日：平成 28 年 9 月 20 日 16:00 以降 

 



 

東北大学未来科学技術共同研究センター 案内図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仙台地下鉄東西線でご来所の場合 

地下鉄仙台駅から八木山動物公園行きに乗車、青葉山駅２番出口にて下車 

所要時間約９分 片道料金２５０円 

 

・タクシーでご来所の場合 

仙台駅のタクシー乗り場から「未来科学技術共同研究センター」と指示してください。

万が一分からない場合には、「東北大学青葉山工学部キャンパス」を指示し、「西食堂又

はグランド前のガラス張りの建物」を目指してください。 

所要時間約 20 分、目安料金 1700 円（時間料金ともに大まかな目安です。） 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

＜研究に関すること＞ 

ボールウェーブ株式会社 

代表取締役 赤尾慎吾（あかお しんご） 

電話：022-302-6659 

E-mail：akao@ballwave.jp 

 

＜会見に関すること＞ 

東北大学未来科学技術共同研究センター 

開発企画部 板橋、小林 

電話：022−795−4004 

E-mail：press-yamanaka@niche.tohoku.ac.jp 

 

 

地下鉄 

青葉山駅 

至 理学研究科 

至 工学研究科中央 

未来科学技術共同

研究センター 



     

平成 28年 9月 20日 

 

報道機関各位 

       国立大学法人 東北大学 

ボールウェーブ株式会社 

 

東北大学発ベンチャー企業 ボールウェーブ株式会社の 

官民ファンド出資による本格始動について  
 

東北大学では、山中一司教授（東北大学未来科学技術共同研究センター）らが開発した革新的セ

ンサであるボール SAW（surface acoustic wave=弾性表面波）センサの研究開発を、文部科学省「大

学発新産業創出拠点プロジェクト(START)」（平成 26年度採択課題「ボール SAWセンサを用いた

小型・高速・高感度な微量水分計（＊①）ユニットの事業化」（事業プロモーター：つくばテクノロジ

ーシード株式会社（現：日本戦略投資株式会社））、平成 27 年度からは「大学発新産業創出プログ

ラム（START）」として科学技術振興機構（JST）が実施。）の支援を受けて実施して参りました。 

この研究成果を基に設立されたボールウェーブ株式会社が、今般、官民ファンド等の出資を受け

て、本格始動することをお知らせ致します。 

半導体分野の国際的なロードマップでは、デバイスの急速な高集積化・微細化に伴って、製造過

程で使用される材料ガス中の残留水分が、露点（＊②）－100℃以下であることが要求されています。

しかしこの感度を有する微量水分計は大型で高価な光学式測定器しかなく、製造ラインに導入でき

ません。そこで、小型で高感度な微量水分計への強い要求があります。 

ボール SAWセンサは、物理学の常識を超えた球上の SAWの長距離伝搬現象を利用した高速・

高感度なガスセンサで、これを応用した微量水分計は露点-100℃の水分を検出でき、小型（直径

3mm）のため製造ラインに導入できます。そこで、ボールウェーブ株式会社はこれをオンリーワ

ンのセンサとして製品化し、半導体業界・ガス製造業界の要求に応えます。また、天然ガス液化プ

ロセスでの結露による機器の破損防止への貢献も目指します。さらに、科学技術振興調整費および

JST戦略的創造研究推進事業（CREST）のもとで開発した水素ガスセンサと手のひらサイズの携

帯型ガスクロマトグラフも市場に投入して、水素社会や環境の安全・安心に寄与する計画です。 

この事業計画および将来性が評価され、平成 25年 1月 11日に閣議決定された「日本経済再生に

向けた緊急経済対策」に基づく官民イノベーションプログラムのもとで設立された東北大学ベンチ

ャーパートナーズ株式会社のほか、大和企業投資株式会社、七十七キャピタル株式会社および

SMBCベンチャーキャピタル株式会社から、全体で 230百万円の出資を受けました。 

今後は、平成 29年度上期に最初の製品出荷を目指し、平成 31年度に約 10億円/年の売上を見込

むと同時に、単年度黒字を目指します。 

 

 

 

 



【用語説明】 

① 気体に含まれる濃度約 1ppm（100万分の 1）以下の水分が測定できる計測器 

② 湿潤気体を大気圧下で冷却して始めて結露する温度で、乾燥するほど低い値になる。露点－

100℃は濃度 14ppb（10億分の 14）に相当 

 

 

【本件に係るお問い合わせ先】 

 

ボールウェーブ株式会社 

代表取締役 赤尾慎吾 

東北大学連携ビジネスインキュベータ 501号室 

電話番号：022-302-6659 

e-mail：akao@ballwave.jp 

関連 HP：http://www.ballwave.jp 

mailto:akao@ballwave.jp
http://www.ballwave.jp/
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